





Study, Practice and learn together with a foreign student and the primary schoolchild

















































体験のススメ－［平成 17，18 年度 豊かな体験活動推



























































































































生の国籍は，中国 11 名，ベトナム3 名，マレーシア 3 名，韓
国 2 名，イギリス1 名，インドネシア 1 名，オーストラリア 1 名，
フランス1 名，ブルガリア 1 名の計 24 名であり，男性 9 名，
女性 15 名である。和歌山市立藤戸台小学校 6 年生
の児童 33 名である。
　「茶道」では，留学生 22 名（中国と韓国の各 1 名
が欠席），児童 32 名（1 名欠席）が参加し，「伝統的
な日本の遊び」では，留学生 21名（中国，ベトナム，マレー




名，児童 33 名，共修後紙面調査は，留学生 22 名，小学
生 32 名であり，「日本の伝統的な遊び」の共修前紙面
調査は，留学生 10 名，児童 33 名，共修後紙面調査は，留

























































　以下の図 3，図 4 は，茶道共修前後の数値をまとめた











































　図 4に同じく，図 10 でも児童の着物・茶道に対する
イメー ジが大きく良い方向へ変化している。
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